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五色台ビジターセンターって、どんなところ？

ビジターセンターは五色台を訪れた人に自然や文化などの情報を
提供する環境省の施設です。

◆ 展 示 ◆ 
ビジターホールには五色台の地形・地質のジオラマや岩石、 動植
物の標本などが展示されている他、図鑑や読み物などの書籍や
資料などもそろっています。
小さなお子様も楽しめるキッズコーナーなども設置しています。

スタッフが常駐していますので、気になることやご質問があればご遠慮なく声をかけてくださいね。 

◆ 体験プログラム ◆ 
◇ クラフト（有料 : 200円～3,500円） ◇ 

                                                                        香川県産のヒノキでできたキットの小物入れや貯金箱、時計などを
 組み立て、木の実や小枝などで飾って、 オリジナル作品を作って
 みませんか？ 
 竹とんぼや、輪切りにした木に自然素材を飾り付けた自由工作も
 楽しめますよ！

◇ 森歩き(有料 ： 小学生以上ひとり100円) ◇
ビジターセンターの周囲の森を職員と一緒に歩く｢森歩き｣を定期的に実施しています。自然の解説だ
けでなく、クイズやゲームを交えた、小さなお子様にも楽しんでいただけるプログラムです。
実施日については｢森歩きカレンダー」をホームページやビジターセンター便りなどで公開しています。

◆ クラフトハウス ◆
ビジターセンターから歩いて３分ほどのところに建つクラフトハウ
スは自然体験活動を実施する団体や学校の校外学習、子ども会の
活動などに 無料でお貸しする事ができます。 クラフトの道具や調
理器具なども充実しています。 
ご利用についてはビジターセンターまでお問い合わせください。

 
※ビジターセンターおよびクラフトハウスには冷暖房設備はありません 森に囲まれた広い園地でのびのびと！

キッズコーナー         五色台の地形・地質コーナー           四国一（たぶん）の変形菌展示

オオルリ

企 画 展 示
４月20日(土)～６月９日(日)

香川の野鳥写真展

６月22日(土)～８月25日(日)

不思議な生き物
地衣類と変形菌



１２月：門松づくり体験教室

春から夏に出会える生き物たち

写真説明
表紙：オオルリ

オスの背中側が鮮やかな瑠璃

 色をした野鳥。サクラの花が

散り新緑が萌えだす頃になる

と、南の国から渡ってきます。

１ ヤマツツジ

２ シュンラン

３ ギンラン

４ ナガバノタチツボスミレ

５ シロダモの新葉

６ ナルコユリ

７ キビタキ

８ カラスアゲハ

９ クロスジギンヤンマの産卵

10 ミヤコアオイ

11 キウツボホコリ（変形菌）

12 ツヤエリホコリ（変形菌）

13 コバノガマズミ

春から夏の五色台

イベントなど
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企 画 展 示

４月20日(土)～６月９日(日)

香川の野鳥写真展

６月２２日(土)～８月2５日(日)

不思議な生き物 地衣類と変形菌

体 験 教 室
４月13日(土) 春の森で遊ぼう！

５月26日(日) 初夏のバードウォッチング

６月30日(日) 変形菌入門講座

７月27日(土) 子どもと楽しむ｢不思議な生き物｣かんさつ会

※ 詳細についてはホームページやこれから発行されるビジターセンター便りをご覧ください
 状況によりイベントが中止になったり、開催期間が変更されたりすることがございます

ここに載せた写真は昨年の写真展で展示された物です

地衣類には｢○○ゴケ｣と名付けられ
たものが多いけど、コケの仲間(蘚
苔類)じゃありません。
変形菌は｢菌｣と付くけど、菌類(カ
ビやキノコの仲間)じゃありません。

地衣類と変形菌、身近にいるけどあ
まり知られていない不思議な生き物
についての、ちょっとマニアックな
企画展です(^_-)-☆

事件発生です！

ビジターセンターの園地に鳥の羽が散乱しているのを見つけました。

急遽捜査本部を開設し、綿密な現場検証と鑑識の結果、猛禽類がキジバトを

捕らえた跡と判断。ここで羽を抜き取り、どこか安全な場所へ運んでから食

べたと思われます。

このあたりでキジバトを捕らえる猛禽類はオオタカ、ハイタカ、ハヤブサの

３種類が確認されていますが、さて、キジバトを食べたのは誰でしょう？

ビジターセンタースタッフのひとりごと

※ビジターセンターでは只今スタッフを募集しています。興味のある方はセンターまでご連絡ください

春も本番となり、艶やかに咲くオンツツジやヤマツツジ、白い手毬のようなコ

バノガマズミ、森の奥でひっそりと咲くシュンランやギンラン、葉っぱに隠れる

ように垂れ下がって咲くナルコユリ、自然観察路の脇や明るい園地に咲くスミレ

類など、五色台の森はまさに百花繚乱です。花の蜜を求めてチョウやハチの仲間

も飛び始めました。

花だけでなく、柔らかい短毛に覆われたシロダモの新葉の心地よい手触りを楽

しんだりサンショウの爽やかな香りを嗅いだりと、葉っぱで遊んでみるのも楽し

いものですが、ウルシの仲間のように葉っぱに触らないほうが良いものもあるの

でご注意ください。

自然観察路の途中にある小さな池ではヒキガエルのオタマジャクシが泳ぎ回っ

ています。池にはメダカやフナなどの魚類やトンボ類の幼虫(ヤゴ)、ミズカマキ

リ、タイコウチなどの水生昆虫も生息しており、トンボ類の産卵シーンに出会え

ることもあったりしますよ。

初夏が近づくと繁殖期を迎えたオオルリやキビタキ、ホオジロやウグイスなど

の野鳥たちの歌声が新緑の森に響き渡ります。森歩きではエナガやコゲラなどの

まだあどけない巣立ち雛に出会えるかもしれません。

梅雨に入って蒸し暑くなると元気になるのが変形菌たち。とっても小さな存在

ですが、ルーペで拡大してみると誰もがその美しさに驚きます。生活史もとても

不思議で面白いので、お子さまの夏休みの自由研究のテーマにいかがですか？
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